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イテ1 臼

本書は民間開発に係る冨樫籠跡の発掘調査報告書である。

本遺跡の調査は事業者の田村昌俊氏より委託を受け野々市町教育委員会が実施した。

発掘調査は平成10年 5月 8日 から5月 29日 にかけて実施し、布尾和史・徳野裕子・永野勝章 (野 々市町教

育委員会文化課)が担当した。

発掘調査及び報告書作成には垣内光次郎氏、田村昌宏氏 (石川県埋蔵文化財センター)の御指導・御協力を

得た。言Bし て感謝申し上げる。

また発掘調査の作業には以下の方々の協力を得た。重ねて感謝申し上げる。(敬称略)

現場作業 井手和郎、岩田孝七、小野幸子、小幡頼三、木津美和子、木下 光、瀬川朝子

谷口初代、田端 実、納美保子、徳田外喜栄、中川吉三、永田芳子、橋本美智子

羽土啓子、早崎長三、東 猛、南外志雄、山本美保子、横山日出子

整理作業 増山明美

5 本書の編集は永野勝章が担当した。

6 第 3章遺構と遺物中、(断一〇)は第 5図の上層断面図土色番号に対応する。

7 本遺跡の出土遺物・記録資料は野々市町教育委員会で保管している。

8 調査にあたって、事業者の田村昌俊氏には多大な御理解と御協力をいただいた。深く感謝申し上げる。
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第 1図 周辺の遺跡 (1/25,000)
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第 1章 遺跡の位置と環境

石川郡野々市町は石川県のほぼ中央、北 。東は金沢市、西は松任市、

南は鶴来町にそれぞれ接する南北6.7km、 東西4.5km、 面積13.56k市 の

町である。面積は小さいものの肥沃で豊富な地下水に恵まれた平坦地

のため都市型農業に適 しており、昭和40年代までは田園が広がり集落

の点在するのどかな風景が見られた。 しかしその後北陸地方の中核都

市金沢市に隣接することもあって急激な都市化が進み、今日では人口

4万 4千人を数える人口桐密の町となった。

冨樫館跡はこの野々市町の東部、町役場や大小の商店 。住宅の密集

する本町 2丁 目、住吉町、扇が丘地内に所在 し、今回の調査区は金沢

工業大学と北陸鉄道石川線の中間、標高約19mを 測る地点に位置する。

本遺跡は中世加賀守護として知られる冨樫氏の居館跡に関連する遺

跡で、周辺では扇が丘ゴショ遺跡、ハワイゴク遺跡など冨樫氏との関

係が考えられる遺跡が存在 し、また北方約1.3kmに は冨樫系武士団押

野家善の居館であった押野館跡がある。さらに南東 2 kmの富樫丘陵には一向一揆によって減ぼされた冨樫政親最

期の地として有名な高尾城跡が所在する。

冨樫館跡は江戸時代後期頃までは堀や土塁の跡が残っていたようだが (注 1)、 近代に入ってからの耕地整理

や開発事業によってそれらも姿を消 してしまった。近年、数度にわたる開発に伴う緊急発掘調査や試掘調査が行

われているものの、いずれも」ヽ面積の調査ということもあって今日なお館跡の範囲は確定 していないが、平成 6

年の調査において館跡の西側に当たる地区で館の周囲を巡る堀跡が発見されている。

(注 1)舘残翁『冨樫氏と加賀―向―揆史料』に引く津田鳳卿「石川訪古渉記」

第 2章 調査の経緯と経過

冨樫館跡は昭和62年 (1987年 )を始めとして、住宅建築などの小規模開発に伴って数件の緊急発掘調査が行

われてきた。

今回の調査の原因となる開発行為については平成10年 3月 に野々市町教育委員会に照会があった。当該地は冨

樫館跡 (遺跡番号16039)の縁辺部にあたることから事業者と協議 して試掘調査を実施 した結果、ピットや清状

遺構を確認した。これによりさらに協議を重ね、遺跡があると判断した300浦 について発掘調査の実施を決定 し、

平成10年 4月 8日事業者と野々市町教育委員会との間で受委託契約を締結 した。

第3図 調査区位置図 (1/5,000)

第 2図 野々市町位置図

(1/3,000,000)
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発掘調査は5月 8日 よりはじめ掘立柱建物 1棟・土坑10基・溝 4条その他ビットを検出して、 5月 29日 に終

了 した。

第 3章 遺構と遺物

(1)掘立柱建物跡

S B01(第 4図 。第 5図)調 査区西側に位置する。総桂建物で、検出 している部分は 2間 × 2間 であるが、

さらに調査区外に伸びる可能性 もある。柱間は不揃いで P01～ P03は 3.7m。 2.6mで 、 P22・ P23・ P04

は3.2m。 3.Om、 P03・ P21・ P04は 42m。 4.4mを 測り面積は約54浦 である。柱穴は円形ないし楕円形で径は

平均約40cm、 深さは1 0cm～ 64cmと ばらつきがある。このうち P o2・ P03で柱痕跡を確認した。出土遺物はP02

からの中世土師器の細片 1点のみである。建物の時期については出土遺物からは判断できないが、遺跡全体の出

土遺物から中世後半期と思われる。

(2)上坑

S K07(第 4図・第 5図)調 査区南東に位置 し、南側は調査区外に伸びている。規模は東西3.4mで南北 2m

以上となる。平面形は方形を呈 し、断面は壁が斜めに立ち上がった箱型の上坑で、深さは約60cmを 測る。覆土

は上から暗褐色土 (断 -6)、 地山質黄褐色土 (断 -8)、 ブロック状地山質黄褐色土と礫を含む暗褐色土 (断―

9)で ある。底面は地山の黄褐色土層を掘り抜いて下層の礫層にまで及ぶ。

出土遺物は土師器皿 (1～ 8)、 白磁小奉 (9)、 瀬戸三足盤 (10)、 越前甕 (11)、 珠洲悟鉢 (12)、 釘 (13)

で回径は 1～ 6が69mm～ 83mmで 8のみ95mmと他に較べてやや大きい。藤田編年 (注 1)で は 1,2・ 4・ 7は

Aタ イプ、 5・ 6は Eタ イプであり、時期的にはおおむねiV期 が中心になるようである。また 3・ 8は京都系土

師皿と思われる薄手の作りで、胎土は乳褐色である。 9は二次加熱の痕がある。12は 珠洲焼の摺鉢で口縁部に

は櫛目波状文を施 し、幅広の端面が鋭い長三角形をなしており、吉岡編年 (注 2)に よればV期に比定すると思

われる。

S X02(第 4図) 調査区北東に位置する。規模は長径・短径がそれぞれ5.3m。 3.7mで幾つかの上坑が複合 し

たような不整形な土坑である。2段の掘り込みがあり、深さは北東の浅くなっている部分で5～ 1 4cm、 南西の深

い部分で20～ 30cmあ る。覆土は大小の礫が多 く混 じる暗灰掲色土～茶褐色土である。底は地山の黄褐色土を掘

り抜いて下層の礫層にまで及ぶ。

出土遺物は土師器皿 (14～ 16)、 青磁香炉 (17)、 白磁碗 (18)、 瀬戸卸皿 (19)、 越前甕 (20)、 珠洲悟鉢

(21)、 用途不明の石 (22)で ある。このうち土師器皿は口径74mm～ 80mmで刊4・ 16が Eタ イプ、刊5が Aタ イプで

ある。時期はⅣ期である。171よ 香炉で筒形をなすものである。18は体部が直線的に開いて口縁部がやや外反 し、

日縁端部内面は回はげになっている。19は底面に回転糸切り痕がある。20は 底面に静止糸切 り痕が見られる。

21は摩耗 しても`るが一単位37mmで 10条の卸目がある。底面は静止糸切りでロクロから切り離す際の指痕が残る。

22は流紋岩で火を受けた痕があり、表面の一部には擦痕が認められる。

S X03(第 4図) 調査区北側、S X02の西側に位置する。規模は東西 。南北の最長部でそれぞれ3.5m。 4.8m

で、複数の土坑が重複 したような不整形な土坑である。深さは北側部分が20～25cm、 西側及び南の細長 く伸び

ている部分は約 5 cm、 中央やや南の窪みは約35cmを沢」る。覆土はS Xo2と 同じく礫が多く混じる暗灰褐色土で、

やはり底は地山の黄褐色土を掘
',抜

いて下層の礫層にまで及んでいる。

出土遺物は土師器皿 (23)、 白磁皿 (24)、 珠洲 (25～ 27)、 茶日 (23)、 鉄製品 (29。 30)で ある。23は Aタ

イプである。24は 二次加熱を受けた痕があり、灯明皿として使われた可能性がある。25は甕であるが遺存部が

小さく口縁形態等は不明である。26・ 27は煽鉢で26は一単位30mmに 11条の卸目があり、底部は静止糸切り痕が

残る。27は 口縁部には櫛目波状文を施 し、端面が肥厚 して内側へ傾斜 した三角頭をなす。卸目は31mmに 12条 で

ある。Ⅵ期に相当する。28は茶日の下日受け皿部分で、石質は安山岩である。当地域外で生産された可能性が

高い (注 3)。
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(3)溝

S D01(第 4図 。第 5図)調 査区の南西でS B01の南側に位置 し、東西方向に伸びている。西側は調査区外

に西に向かって伸びている。南側では調査区壁際にコーナーが検出されており、溝は直角に折れる形で南側調査

区外に伸びるものと思われる。検出部分の長さは約10.5m、 幅約2.2m、 深さ40cmで底の高低差はほとんどない。

覆土は上から大きく黒褐色土 (断 -12・ 断-16)、 暗褐色土 (断 -6・ 断-17)、 黒色土 (断 -13)の順である。

底は多くの礫で覆われている。

出土遺物は土師器皿 (31～ 43)、 青磁皿 (44)、 瀬戸 (45。 46)、 越前甕 (47・ 48)、 珠洲摺鉢 (49・ 50・ 51)、

火打金 (52)、 釘 (53・ 54・ 55。 56)で ある。土師器皿については31～ 36の Aタ イプと37～ 39・ 41・ 43の Eタ

イプ、40の Cタ イプがある。時期は40が Ⅲ期で、その他はⅣ期が中心であろう。また42は薄手の乳掲色 した胎

土で京都系に類似する。45は洗で底面には回転糸切り痕が見られる。46は 天目茶碗で体部がS字に屈曲 してい

る。47:こ は「本」と格子状の刻印が押されている。48は 壷を思わせるような小型の甕で、破損部断面に漆つな

ぎの補修痕が認められる。49・ 50は 共に口縁部に櫛目波状文を施 し、内端に深く広い面をとり外開きしている

が、同一個体ではなさそうである。Ⅵ期に比定する。52は火打金で山型である。紐孔は確認できなかった。

S D03(第 4図)調 査区西側中央にS D01と ほぼ平行に走る。検出部分の長さは約 9m、 幅約70cm、 深さが

6～20cmで 東側が浅く、西側が深い。覆土は礫混じりの灰褐色である。

出土遺物は須恵器有台不 (57)で ある。混 じり込んだものと思われる。

S D04(第 4図・第 5図)調 査区北西に位置 しS D03と は平行に走る。長さは約 7m、 幅は 1～ 1.5mで東側

が 2条の流れに分かれている。深さは北東側の 1条は 6 cm、 その他の部分は概ね20～ 26cm。 覆土は礫を含んだ

暗灰褐色土である。

出土遺物は珠洲届鉢 (58)で 、日縁部に櫛目波状文があり、面とりが痕跡化 して端部は尖顕形を呈 している。

Ⅵ期に比定する。

(4)ビット

P07(第 4図 ) S D03と S D04の中間に位置 し、2つのビットの複合 した楕円形である。長径約 lm、 短径

約50cmで深さは北東のビットが約40cm、 南西のビットが約50cmを 測る。覆土はいずれも暗掲色土である。

出土遺物は土師器皿 (59・ 60)で 共に南西のビットから検出した。

P09(第 4図 ) S D04の南東に位置する。楕円形で長径約90cm、 短径約70cm、 深さ約1 0cmと 浅い。覆土は暗

褐色土である。

出土遺物は越前甕 (61・ 62)で 、いずれも体部の一部分のみであるが、6刊 には格子状の刻印が、62:こ は「本」

と格子状の刻印がそれぞれ押されており、同一個体であると思われる。

P刊 0(第 4図・第 5図 ) S K05の 南側に位置する。楕円型で長径約90cm、 短径約70cm、 深さ約25cmを 測る。

覆土は暗褐色土である。

土師器皿 (63)が 出土 している。

P14(第 4図) S D02の 南側東寄りに位置する。楕円形ピットで長径約26cm、 短径約20cm、 深さ約22cmを 測る。

釘 (64)が出土 した。

(5)包含層の出土遺物

土師器皿 (65～ 67)、 瀬戸天目茶碗 (68)、 砥石 (69)で、65～67は口径75～ 83mmで いずれもAタ イプである。

68は底部外面に錆釉が見られる。69は仕上げ砥石で京都鳴滝 (中山)産の石である。 (注 4)側面には切り出す

時の擦痕が残っている。

(注 1)本書の土師器皿タイブ・編年は藤田19971こ よる。

(注 2)本書の珠洲編年については吉岡1994に よる。

(注 3)、 (注 4)垣内光次郎氏の御教示による。
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今回の調査区は小面積のため遺跡の性格について判断することは難 しいが、出土遺物から考えると機能 してい

たのは14世紀後半～16世紀と考えられ、冨樫氏の加賀守護時代とほぼ一致する。また冨樫館跡のすぐ東側に位

置することから、この地区は冨樫館の周囲に広がる庶民が生活 した居住区の一角であったと思われる。

最後に、垣内光次郎氏 (石川県埋蔵文化財センター)か ら出土遺物を中心に、遺跡全般にわたって貴重な御教

示をいただき、また多くの資料提供を受けたが、担当者の力量不足のため成果を十分に生かすことが出来なかっ

た。お詫ぴするとともに今後の調査に期することで御容赦願いたい。

参考文献

垣内光次郎・芝国 悟 1984年  F普正寺遺跡J 石川県立埋蔵文化財センター

金山弘明       1993年  『松任市橋爪ガンノアナ追跡』 石川県松任市教育委員会

本田 清・前田清彦  1995。 1997年  『松任市宮永ほじ川遺跡』 石川県松任市教育委員会

藤田邦雄       1997年  「中世加賀国の上師器様相」F中 。近世の北陸」 北陸中世土器研究会

北陸中世土器研究会  1993年  『中世北陸の家。屋敷。暮らしぶり』

宮田進―他      1994年  『梅原胡麻堂追跡発掘調査報告書』 富山県文化振興財団

吉岡康暢       1994年  「珠洲陶器の編年的研究」F中世須恵器の研究」 吉川弘文館

吉田 淳       1998年  『富樫館跡 I」  野 市々町教育委員会

第 4章 まとめ

今回の調査では総柱式掘立柱建物 1棟 と土坑10基・溝 4条その他ビットを検出した

が、これらから出土 した遺物は若千の須恵器を除き、土師器皿や中世陶磁器でおお

むね14世紀後半から16世紀の初め頃のものである。以下に調査によって検出・出土

した遺構 。遺物の特徴を示 してまとめとしたい。

遺構中、掘立柱建物 S B01と 土坑群が検出されているが、加賀国の中世遺跡では

一般的にこれらとともにセットで検出される井戸はここでは確認されなかった。ま

たこれに関連 してS B01・ 土坑群と溝 S D01で はほぼ同時期の遺物が検出されたが、

時期的な前後関係は特定できなかったためこの溝の果たした役割は不明であるが、

区画用の溝や生活用水として機能 したと考えられよう。

出土土器については包含層を含む調査区全体からの数量を第 1表に示 したが、あ

くまでも破片資料により集計 したものである。本調査区からは土師器皿が全体の

80%以上を占め、その多くは日径65mm～ 95mmと 小型のものであり、灯明皿として

使用されたと思われる油煤痕の残るものもかなり存在する。また若千ながら京都系

の土師器皿も確認されている。陶磁器では飲食器 としての碗類は青磁碗 を中心に瀬

戸がこれに次ぎ、白磁が少量出上 している。中国製と国産との数を比較するとほぼ

3:1で 中国製の方が中心 を占め、国産品は補完的位置にとどまると言えよう。

盤・皿類は碗類に較べて数が少なく、瀬戸・白磁・青磁の順で出上 しているが、中

国製と国産の比率はほぼ同じである。日常容器については、甕は越前・加賀 。珠洲

の順で北陸地方では標準的な産地のものが出土 している。壺は数自体が少なく越前

の破片が 2つ (1個体)出土 しているだけである。眉鉢については出土破片13点全

て珠洲であり、他産地のものは見られない。以上飲食器や日常容器のような生活の

必需品は一通り出土 しているが、破片数は全体的にそれほど多 くはなく実際の個体

数 (所有数)は かなり少なかったと思われる。またH者好品用具や信仰用具としては

青磁香炉と茶臼が出土 しているが、これ以外の暗好品用具の出土はなかった。
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遺物観察表

番号 出土地点 器種 涯 地 法  量 (mm) 備 考

1 S K07 土師器皿 在 地 口径70 底径25 器高 12 油煤痕

S K07 土師器皿 在地 口径70 底径26 器高 15 油煤痕 (微量 )

S K07 土師器皿 在地 回径71 底径30 器高14

4 S K07 土師器皿 地 口径83 油煤痕

S K07 土師器皿 E地 口径 70

S K07 土師器皿 在地 口径69 底径16 器高19 油煤痕

S K07 土師器皿 在地 (口径 132)

S K07 土師器皿 在 地 口径95 底径22

S K07 白磁小郵 中 国 底径34 底部露胎

S K07 三足盤 瀬戸 口径292

S K07 密 越前

S K07 層鉢 珠 洲

13 S K07 釘 長43  WiH12  厚9  車 2.8o

S X02 土師器皿 在 地 口径80 底径40 器高20 底部外面二次加熱 を受ける

15 S X02 土師器皿 在地 口径74

S X02 土師器皿 在 地 口径 80

S X02 青磁香炉 中 国 底径 57 重ね焼きの痕あり

S X02 白磁碗 中国 口径 143

S X02 卸皿 瀬戸 底径77

S X02 甕 越 前 底径325

S X02 層 鉢 珠 洲 底径160

22 S X02 石 長150 幅137 厚66 重2,05k9 用途不明

S X03 土師器皿 在 地 口径 79

S X03 白磁皿 中 国 口径101

25 S X03 甕 珠 洲

S X03 悟 鉢 珠 洲 白色粒 。礫 を多 く含 む

S X03 摺 鉢 珠 洲

28 S X03 茶 臼 長98 幅48 厚30 重2200
S X03 鉄製品 長60 唱 28 厚22 重29.7o

30 S X03 釘 f邑51  1目 9  彊昇6  月目3.39

S D01 土師器皿 在地 回径86 圧径26 器言 19 油媒痕

32 S D01 土師器皿 在 地 回径 76 拍 lkH痛

S D01 土師器皿 在地 口径 74

34 S D01 土師器皿 在 地 口径84 底径24 器高 15

S D01 土師器皿 在 地 口 径 81

S D01 土師器皿 在地 口径 92 油煤痕

37 S D01 土師器皿 在 地 口径 74 油媒痕

S D01 土師器皿 在地 口径 65

S D01 土師器皿 在地 回径 114)

40 S D01 土師器皿 在 地 口径121)

41 S D01 土師器皿 在 地 口径71 底径27 器高 16

42 S D01 土師器皿 在地 口径107

43 S D01 土師器皿 在 地 (口径169)

44 S D01 青磁皿 中 国 底径53 竜泉栗系

45 S D01 洗 瀬戸 口径194 底径102 器高48 重ね焼きの痕あり

46 S D01 天 目茶碗 瀬 戸 口径 lo7

47 S D01 甕 越 前 11と 同一個体の可能性あり

48 S D01 甕 越前

49 S D01 橋鉢 珠 洲

S D01 摺 鉢 秩 州 白色粒 。礫 を多 く含 む

S D01 播 鉢 珠 洲 底径 180 自色粒・礫 を多 く含 む

S D01 火打金 長61  幅 17  厚3  重5.49

S D01 釘 長42  幅 10  厚5  重14q
54 S D01 釘

`已

55  唱 12  厚 10  日目6.6o

55 S D01 釘 長 126  幅 24  厚 18  重38.59

S D01 釘 F言26  嘱ヨ7 Fヨ6  目自29

S D03 有台不 底径98 須恵器

S D04 摺鉢 珠 洲

土師器皿 在 地 口径 86

60 P07 土師器皿 在 地 (口径122)

61 P09 甕 越前

P09 甕 越前

63 土師器皿 在地 口径75 底径19 油煤痕

64 P14 釘 長33  幅 13  厚7  重269

65 包含層 土師器皿 在 地 口径81 底径50 器高 14

包含層 土師器皿 在地 口径75 油螺痕

包含層 土師器皿 在 地 口径83

包含層 天 目茶碗 瀬 戸 底径 60

包含層 石丘石 京都 長48 幅29 厚 7 側面に擦痕あり
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調査区南壁土層断面図

1 耕土
2 鉄分の付着した明反褐色土
3 明灰褐色土
4 赤褐色土
5 明灰褐色土・ブロック状地山質責褐色土・

6 暗褐色土
7 ブロック状地山質責掲色上を含む明灰褐色土
8 地山質黄褐色土

黒色土の混合
一A'

S D01

L=195m

B_

L=195m
C―

L=195m
D―

L=195m
F―

L=19_5m
G―

調査区西壁土層断面図

調査区北壁土層断面図

-11

暗褐色土
ブロック状地山質黄褐色土を含む黒色上

11 廃土
12 ブロック状地山質黄褐色土を

_c,  含む黒褐色土
13 黒色土
14 明褐色土
15 鉄分の付着した黒褐色土
16 黒褐色土

17 ブロック状地山質黄褐色土を含む暗褐色土
18 暗灰褐色土
19 ブロック状地山質黄褐色上を含む反褐色土
20 礫を含む暗褐色土
21 炭化物を含む黒褐色土
22 炭化物を含む暗灰褐色土
23 鉄分の付着した反褐色土
24 鉄分の付着した暗褐色微砂質土
25 礫を含む暗褐色微砂質土
26 暗褐色微砂質土
27 濃暗褐色土

―E'

P2、  P3

-G' オ 軍彊写吉ック状地山質責褐色上を含む

＼
ャ

P10

S

S K03・ S D04断面図

S K07・ P10。 Pll・ S K03・ S D04図 (1/60)
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と1示⑤―④呻戸⑤P

澤
L=19 4m l

S K03・ S D04
o       1       2ml 暗反褐色土

2 1にブロック状地山質責褐色を含む Lエヨ=E工」Lエヨ=E=」
3 2に砂を合む
4 1に砂を含む

Pll

P10

1

2

Pll

l 礫を含む暗灰色土
2 炭化物を含む黒色土

9 ブロック状地山質責褐色土と礫を含む暗褐色土
10 鉄分の付着した地山質黄掲色土

18

調査区東壁土層断面図

S B01断面図

S K07

第 5図 土層断面図 。S B01断面図
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